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Encydopedia ofFluid Mechanics voLUME4 Solids and Gas・solids FIOWS
C11ApfER19 P.563~P.609
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火 災 便 覧 第 3 版
第 2 編 各 種 の 火 災 の 実 態
7 章 産 業 火 災 爆 発
P . 4 5 9 ~ P . 4 6 5
編 者 日 木 火 災 学 会
発 行 者 共 立 出 版 株 式 会 社 住 9 9 7 年 )
茗 者 榎 本 兵 治
8
水 熱 利 ・ 学 ハ ン ド ブ ッ ク
第 3 章 熱 水 お よ び 超 臨 界 水 に よ る 有 機 物 質 の 処 埋
P . 5 3 7 ~ P . 5 7 1
編 者 水 熱 利 9 ン ＼ ン ド ブ ッ ク 編 集 委 員 会
発 行 所 技 報 堂 出 版 株 式 会 社  a 9 9 7 年 )
執 笙 者 榎 本 兵 治 他
9
新 安 全 工 学 便 覧 ( 総 目 次 )  5 J 暴 発 災 害 の 防 止 ( P . 2 8 4 ~ P . 2 9 3 )
5 . 3 粉 じ ん 爆 発
5 . 3 . 1 粉 じ ん 爆 発 災 害
5 . 3 . 2  粉 じ ん 爆 発 の 特 ・ 徴
5 . 3 . 3 粉 じ ん 爆 発 危 険 1 牛 の 予 測 と 評 価
5 . 3 . 4 爆 発 特 性 パ ラ メ ー タ
編 者 安 全 [ 学 恊 会
発 行 所 株 式 会 社 コ ロ ナ 社 ( 1 9 9 9 午 )
執 篭 者 榎 本 兵 治
1 0
化 学 安 全 ガ イ ド
第 2 章 火 災 と 爆 発
P . 1 7 ~ P . 5 7
編 者 社 団 法 人 日 本 化 学 会
発 行 所 丸 善 株 式 会 社  G 9 9 9 年 )
編 集 委 員 お よ び 執 筆 者 榎 本 兵 治 他
処 分
1 1
新 版 防 火 ・ 防 爆 対 策 技 術 ハ ン ド ブ ッ ク
第 2 編 火 災 ・ 爆 発 現 象
第 5 章 噴 霧 お よ び 粉 じ ん 爆 発
P . 4 7 1 ~ P . 4 8 6
発 行 株 式 会 社 テ ク ノ シ ス テ ム
2 0 0 4 年 9 月 2 9 日 発 刊
編 集 委 員 お よ び 執 筆 者 榎 本 兵 治 他
12 Biotechn010gical approach for (1evelopment of microbial enhanced oil recove1γ
IeC1狐ique
(PErROLEUM BI0IECHNOLOGYDevelopmentsand perspectives)
[sludies in sU1イace science and calalysls, V01.151 (2004) 405~4451




















1. New ExperimenlalMethod for studies ofDust Explosions
[combustlon and Flame,21 住973),17フ~186]
W.1Shihama and H. Enolnoto
2 Experimentalstudy ofthe Explosion charactel'istics ofMetalDust clouds
[Reprinted hom Fifteenth symposium (1nlernatjonaD on combustion,(1974)
479~487]
XV.1Shihama and H. Enomoto
43
農 産 物 粉 末 の 爆 発 1 寺 性
[ 安 分 工 学 ,  V O L . 1 4  N O . 4  ( 1 9 7 5 )  2 心 ~ 2 4 9 ]
石 濱 渉 , 榎 本 兵 治
H e a t  T r a n s t e l ' i n  a  c o n t i n u o u s  M o d e l  F U I ' n a c e  :  A  c o m p a r i s o n  o f T h e o l y  a n d
E X I 〕 e r i m e n t
I k l A S M E  p u b l i c a l i o n ,  a 9 7 5 )  1 ~ 1 1 1
H .  E n o n 〕 o t o ,  Y i h " w a n  T s a l  a n d  R .  H .  E s s e n h i g h
石 炭 ・ 農 産 物 等 可 燃 性 粉 じ ん 雲 の 爆 発 特 性 と 爆 発 威 力 の 推 定
[ 安 全 工 学 ,  V O L . 1 5  N O . 5  a 9 7 6 )  3 0 9 ~ 3 1 劇
石 濱 渉 . 榎 本 兵 治
E x p e r i m e n l a l S 加 d y  o f E x p l o s i o n  c h a r a c t e l ' i s t i c s  o f  c a r b o n a c e o u s  D U S l c l o u d s
I A r c h i W 山 n T e r m o d y n a m Ⅱ d  l s p a l a n i a , 7  a 9 7 6 )  3 4 9 ~ 3 6 3 ]
W . 1 S h i h a m a ,  H  E n o m o t o  a n d  M .  u m e z u
爆 発 実 験 容 器 中 に お け る 炭 じ ん 雲 の 爆 発 跡 ガ ス に つ い て
Π ヨ 本 鉱 業 会 、  9 3  a 9 7 フ )  4 8 3 ~ 4 8 剖
石 濱 渉 , 榎 本 兵 治 , 山 尾 信 ・ 吹 お
炭 じ ん 一 岩 粉 澀 合 粉 じ ん の 爆 発 特 ・ 性 に 関 す る 研 究 ( 第 1 料 D 一 実 驗 結 巣 一
Π ヨ 本 鉱 業 会 誌 , 9 6  ( 1 9 8 0 )  3 1 9 ~ 3 2 4 ]
石 濱 渉 , 榎 本 兵 治
粉 じ ん 雲 の 若 火 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 研 究 一 実 験 の 方 怯 と 火 花 方 如 遜 持 続 時 問 の
昂 ラ ' 縛  1
[ 安 全 工 学 .  V O L . 2 1  N O . 5  ( 1 9 8 2 ) , 2 7 3 ~ 2 7 9 ]
石 演 渉 , 榎 本 兵 治 , ! 駒 J 中 武 , 梅 津 実 , 東 猛 , 荷 福 正 治
炭 塵 ・ メ タ ン ガ ス ・ 空 気 混 合 気 の 爆 発 上 限 界
一 炭 塵 ・ メ タ ン ガ ス ・ 空 気 湿 合 気 の 爆 発 特 性 に 関 す る 実 験 研 究 ( 第 ・ 一 幸 脚
Π ・ 1 本 鉱 業 会 誌 , 9 8  ( 1 9 8 2 ) . 9 3 3 ~ 船 7 ]
石 波 渉 , 榎 本 兵 治 , 関 本 善 則
粉 じ ん 雲 の 着 火 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 研 究 2 一 従 来 型 火 花 放 地 発 生 裴 置 に よ る
着 火 エ ネ ル ギ ー の 測 定 一
[ 安 全 丁 学 ,  V O L 2 2  N O . 1  a 9 8 3 )  2 5 ~ 3 1 ]

















































火 攻 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 2 帳 )
一 原 杣 の 妙 慰 尭 速 度 並 び に 原 油 の 多 成 分 性 に 関 す る パ ラ メ ー タ ー の 測 定 一
[ イ i 油 技 術 協 会 誌 ,  V O L . 駐 ,  N O . 5  ( 1 9 8 6 )  3 7 フ ~ 3 8 5 ]
榎 本 兵 治 , 洪 水 燮 . 田 巾 正 三 , 千 田 佶
火 攻 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 3 報 )
一 改 良 4 相 7 成 分 モ デ ル の 開 発 一
[ 石 油 技 術 協 会 誌 .  V 0 1 " . 5 2  N O . 1  ( 1 9 8 7 )  1 2 ~ 2 1 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 田 中 正 、 ニ , 千 田 佶
堆 積 粉 休 層 の 熱 伝 導 率 と そ の 温 度 依 存 性
[ 安 令 工 学 ,  V O L . 2 6  N 0 2  ( 1 9 8 7 )  8 5 ~ 9 0 ]
榎 本 兵 治 , 福 地 知 行 、 幾 世 橋 広 , 京 宗 補 , 田 巾 正 三
微 粉 炭 用 集 じ ん 機 で の 火 災 の 火 源 に 関 す る 一 者 察
[ 安 全 工 学 ,  V O L . 2 6  N O . 3  ( 1 9 8 7 )  1 5 3 ~ 1 6 0 ]
榎 本 兵 治 , 荷 福 正 治 . 出 口 衡 , 山 尾 信 一 郎
火 攻 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 4 ま 脚
一 火 攻 法 実 験 並 び に そ の 結 果 と シ ミ ユ レ ー シ ョ ン の 結 果 と の 比 較 一
[ 石 油 技 術 恊 会 ; 、 占 .  V 0 上 . 5 2  N O . 5  ( 1 9 8 7 )  3 8 1 ~ 3 9 1 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 幽 中 正 三 . 千 田 佶
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 1 穀 )
一 基 準 と し た 状 態 に お け る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 と 火 攻 法 の 村 N 由 挙 動 に つ い て ー
[ 石 油 技 術 協 会 誌 ,  V 0 上 . 5 3  N 0 3  a 9 8 8 )  2 3 0 ~ 2 3 5 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 田 小 正 三 , 下 田 佶
火 攻 法 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 2 亨 田
一 初 期 の 水 飽 和 率 , 絶 対 浸 透 率 , 孔 隙 率 並 び に 油 層 の 厚 さ の 影 響 に つ い て ー
[ 石 油 技 袮 汁 窃 会 誌 ,  V O L . 5 4  N 0 3  a 9 8 9 )  2 1 9 ~ 2 3 0 ]
榎 木 兵 治 . 洪 承 燮 , 田 小 正 三 , 下 田 佶
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 3 卓 脚
一 残 留 油 飽 和 率 , 原 油 の 比 重 鎚 並 び に 空 気 圧 入 量 の 影 智 に つ い て ー
[ 石 油 技 袮 什 弱 会 誌 ,  V 0 上 . 5 4  N O . 5  a 9 8 9 )  3 5 0 ~ 3 5 剖
榎 本 兵 治 . 洪 承 燮 , 田 ヰ . 正 三 , 千 田 佶
火 攻 法 の 適 用 性 判 定 と 挙 動 予 測 に つ い て
[ 石 油 技 林 Ⅱ 窃 会 誌 , V O L . 5 4  N O . 6  ( 1 9 8 9 )  4 9 1 ~ 四 5 ]


















[右油技術協会誌,VOL.55 NO.5 (1990) 325~334]
竹田仟俊,榎本兵治,千田佶
後退式地卜燃焼採油法の採収率改善のための触媒利用
[素材ヰ勿性学雑誌, V0上.3 NO.2 (1990) 8~1剖
竹田止俊,榎本兵治,千田佶
容量方父電による炭じん雲の着火現象に関する・ぢ察
[安令工学, VOL.29 N03 a990) 162~167]
榎本兵治,盧鑑章.駒井武,石濱渉
各種火攻法の4寺徴一油屑内挙動と採収率一
[石抽技術恊公誌, V0上.56 NO.6 a99D 507~516]
榎本兵治.千山佶
Fundamentalsludies on the utilizalion ofwaste Gasts containing 上eaner Fuel
Gases lhan TI〕eir kan Limits
IEnviromnenla11Ssues and Managemenl ofX入laste in Energy and Min敬'al
Produdion,2 住992) 1203~12081














[石油技術協会誌, VOL.57 NO.2 (1992) 125~132]
木下睦,榎本兵治,沈巣彬,下田佶
83 8
石 油 増 回 収 を 口 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 稙 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )
一 単 触 菌 に 対 す る 金 属 イ オ ン の 影 誓 一
[ 孑 1 油 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 上 . 5 7  N O . 2  ( 1 9 9 2 )  1 3 3 ~ 1 4 1 ]
木 、 F  睦 , 榎 本 兵 治 . 鴻 巣 彬 . 千 田 佶
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 枝 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 3 机 )
一 酵 母 エ キ ス 添 加 の 影 饗 一
[ 石 油 技 術 恊 会 1 志 ,  V O L . 5 9  N O . 2  ( 1 9 9 2 )  1 7 4 ~ 1 7 9 ]
木 下 睦 , 榎 本 兵 治 , 千 田 イ 占
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 枝 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 4 帳 )
2 F ・ N W 8 9 0 1 菌 株 の 利 用 に 関 す る 研 究 一
[ 孑 1 油 技 徐 汁 影 会 i 志 .  V O L . 5 9  N O . 2  a 四 4 )  1 8 0 ~ 1 8 6 ]
木 下 睦 , 榎 本 兵 治 , 下 田 佶
高 1 品 熱 水 に よ る ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 廃 棄 物 の 脱 塩 楽 化 処 理
[ 廃 耳 琳 勿 学 会 諭 文 誌 ,  V O L . 6  N O . 1 ( 1 9 9 5 )  1 6 ~ 2 2 ]
榎 木 兵 治 , 畠 山 厚 志 , 加 腰 綻 重
水 ・ 空 気 を 含 む 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 実 験 研 究
一 多 孔 質 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 研 究 ( 第 1 帳 ) ー
[ 資 源 ・ 楽 材 学 会 結 ,  V O L . 1 1 1  N O . 8  a 9 9 5 )  5 3 7 ~ 融 2 ]
出 Π 衛 , 幾 世 橋 広 , 榎 本 兵 治
三 相 系 相 乗 平 均 モ デ ル に 基 づ い た 相 関 式 の 導 出 と 多 孔 質 岩 右 の 有 効 熱 伝 導 *
の 解 析
一 多 孔 質 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 研 究 ( 第 2 幸 櫛 一
[ 資 源 ・ 素 材 町 を 会 誌 .  V O L . 1 1 1  N O . 1 4  ( 1 9 9 5 )  1 0 0 7 ~ 1 0 1 3 ]
出 口 衛 . 幾 世 橋 広 . 榎 本 兵 治
グ リ ー ン タ フ 地 域 の 変 質 岩 の 熱 伝 導 *
一 多 孔 質 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 研 究 一
[ 日 本 地 熱 学 会 誌 ,  V O L . 1 8  N O . 3  ( 1 9 9 6 )  1 7 5 ~ 1 9 9 ]
出 「 1  衛 , 幾 世 橋 広 . 榎 本 兵 治
嫌 気 性 菌 の 油 別 内 培 養 に よ る 石 油 の 増 進 回 収 に 関 す る 基 礎 的 研 究
一 菌 の 採 取 と 集 積 培 養 菌 の ス ク リ ー ニ ン グ ー
[ 石 油 技 術 協 会 誌 ,  V O L . 6 1  N O . 4  a 9 9 6 )  3 1 1 ~ 3 1 釘










[石油技術恊会誌, VOL.61 NO.5 (1鮒6),443~451]
米林英治,洪承燮,木下睦,榎本兵治,千田佶
微生物攻法に関する研究の現状とフィールドテストへの艦望










圧鰯原・業材学会誌, VOL.112, NO.13 (1996) 941~946]
天モ俊成,藤田恵美,榎本兵治
13C・NMR Evidence for Hydrogen supply by water for polymer cracking in
Supa'criticalwaler
IchemislryLetters (1997) 163~164]
M. Nalくahara,1. Tennoh, C. wakai, E. Fujila and H. Enomoto
嫌気性菌の油層内培養による石油の増進回収に関する基礎的研究
ーサンドパックを用いたMEOR評価突験一




[fi油技術恊会i志, VOL.腿 NO.4 (1997) 304~310]
米林英治,洪承燮,木下睦,榎本兵治、千田佶
火攻法におけるエマルションの形成機楢と火攻法の物理モデル












S u p a ' c r i l i c a l w a t e r  c r a c l d n g  a n d  w a s h l n g  o f u s e d  p o l y m e r
[ T h e  R e v i e w  o f  H i g h  p r e s S 山 ' e  s c i e n c e  a n d  T e c h n 0 1 0 g y ,  V O L . フ ( 1 9 9 8 )  1 4 2 9 ~
1 2 3 1 ]
T .  T e n n o h ,  H .  E n o m o t o ,  C 、  w a k a i a n d  M .  N a k a h a r a
油 層 の 先 住 微 生 物 を 利 用 し た M E O R 研 究
[ 石 池 技 術 協 会 誌 ,  V O L . 6 3  N O . 5  ( 1 9 9 8 )  4 3 2 ~ " 1 ]
華 生
去 :
洪 承 燮 , 榎 木 兵 治 , 千 田 佶 , 崔 永 万 , 梁 春 秀 .
M e t h a n o l F o r m a t l o n  介 o l n  D i c h l o r o m e t h a n e  u n d e r  H y d r o t h e r n 〕 a l c o n d i { i o n s
I c h e m i s l w  L e l t e r s  ( 1 9 9 9 )  8 3 ~ 8 4 1
Y .  Y a m a s a k i ,  H .  E n o m o t o ,  N .  Y a m a s a l d  a n d  M .  N a k a h a r a
火 攻 法 に お け る 油 の 改 質 と エ マ ル シ ョ ン の 流 動 特 性 に 関 す る 研 究
[ 石 " 則 支 術 恊 会 誌 .  V 0 1 " . 6 4  N O . 2  ( 1 9 9 9 )  1 8 4 ~ 1 9 1 ]
洪 承 燮 . 木 F  睦 , 渡 部 孝 行 . 榎 本 兵 治
ポ リ エ チ レ ン の 超 醐 界 水 分 解 油 化 に お け る 基 礎 的 処 理 条 件 の 検 討
[ 資 源 ・ 素 材 学 会 誌 ,  V 0 上 . Ⅱ 5  N O . 4  ( 1 9 9 9 )  2 4 5 ~ 2 5 1 ]
守 谷 武 彦 , 榎 本 兵 治
M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト を 想 定 し た T U  - 7 A 株 の 代 誘 N 舌 吽 の 推 定
[ 石 油 技 袮 汁 窃 会 誌 ,  V O L . 6 4  N 0 3  ( 1 9 9 9 )  2 3 3 ~ 2 4 1 ]
菅 野 明 , 池 田 修 ・ 一 郎 , 米 林 英 治 . 榎 本 兵 治 . 洪 承 燮
幡 質 油 の 火 攻 法 に 関 す る 燃 焼 管 実 験 お よ び 火 攻 法 数 値 シ ミ ュ レ ー タ の 妥 当 性
に 関 す る 検 討
[ イ i 油 技 術 1 窃 会 誌 ,  V 0 上 . 悦  N O . 3  ( 1 9 9 9 )  2 4 2 ~ 2 5 1 ]
洪 承 燮 . 木 下 睦 , 渡 部 孝 行 , 榎 本 兵 治
C h a r a c t e r i s l i c s  o f  p o l y e t 1 1 y l e n e  c l ' a c k i n g  i n  s u p a ' c r i t i c a l  w a t e r  c o m p a r e d  加
T h e r m a l c r a d d n g
[ p o l y m e r  D e g r a d a t i o n  a n d  s t a b i H t y  6 5  ( 1 9 9 9 )  3 7 3 ~ 3 8 6 1
T a 1 祀 h Ⅱ Φ  M 0 1 ' i y a ,  H e Ⅱ i E n o m o t o
超 臨 界 水 1 尿 式 酸 化 分 解 に お け る 生 ご み の 反 応 性
U 充 棄 物 学 会 論 文 誌 ,  V 0 1 " . 1 0  N O . 5  a 9 9 9 )  2 5 7 ~ 2 6 6 ]
金 放 鴫 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
超 臨 界 水 に よ る ポ リ エ チ レ ン の 分 解 油 化 に お け る 水 の 関 ケ
f 化 学 工 学 論 文 集 ,  V O L . 2 5  N O . 6  ( 1 9 9 9 )  9 4 0 ~ 9 4 6 ]










64 Evaluation of the use of Amplified 16SrRNA Gene・restriction Fangment
Le1璃th polymorphism klalysis to Deted Enterobacter cloacae and Bad11US
Iicheniformis for Mia'obialEnhanced 0Ⅱ Recovery Field pilot
[Journalofthe Japan petroleum lnst北Ute, VOL.42 NO.5 a999) 342~3511
Kazuhiro FUJNIARA, shinjilANAIくA, MalくⅡく0 OHTSUIくA, NaoyalcHIMURA,
HldeharuYONEBAYASHI, chengxie HONG,and HeuiENOMOTO
ポリエチレンの超臨界水分解油化の実処理に向けた問題点の検討
[資源・素材学会誌, VOL.115 NO.8 a999) 591~ 596]
守谷武彦,榎本兵治
Idenli丘Cation of Baderia used for Microbial Enhanced oil Recovery process
by FIU01'escence ln si{U Hybridizalion Technique
[Journaloflhe Japan petroleum lnstitute, VOL.43NO.1 (2000) 43~51]
Kazuhiro FUJIWARA, shinji TANAIくA, Makiko oHTSUIくA Hideharu
YONEBAYASHlandHeijiENOMOTO
Sa'eening ofMia'oorganismsfor Microbial Enhanced oilRecovery processes
ⅡOurnal of11〕e Japan petrole田〕〕 1nslitule, VOL.43 NO.1 (2000) 59~691















[資源・素材学会誌, VOL.116 NO.4 (2000) 273~27釘
金放鳴,木下睦.守谷武彦,榎本兵治,佐藤尚洋
Recenl development of standardiazation of testing lnethods for dust explosion
in Japan
[Journal of Loss prevention in 11]e process lndustrieS 13 (2000) 243~25U







微 生 物 攻 法 ( M E O R ) の た め の 油 廟 内 保 i 活 動 に 関 す る 認 杏
[ 石 油 学 会 ' 、  V O L . 4 3  N O . 4  ( 2 0 0 0 )  2 7 3 ~ 2 8 5 ]
藤 原 和 弘 , 則 中 偏 ' 治 , 大 塚 牧 了 ・ , 中 谷 ・ 一 記 , 前 角 繁 之 . 矢 擇 イ 三 徳 、 洪 承 燮 ,
下 田 佶 , 榎 本 兵 治
N M R  s t u d y  o f  H y d r o l h e l ' m a l  R e a c t i o n s  o f  D i c h l o r o m e t h a n e  w i l h  a n d  w i t h o u t
N I く a l i
I B U Ⅱ e t i n  o f  t h e  c h e m i c a l  s o c i e t y  o f  J a p a n ,  V 0 1 , . 7 3  N O . 1 2  ( 2 0 0 0 )  2 6 7 8 ~
2 御 3 1
Y u l d  Y a m a s a l d ,  H e i j i E n o m o t o ,  N a R a m i c h i Y a m a s a k i a n d  M a s a l ' U  N a k a h a r a
K i n e l i c s  o f  o x i d a t i o n  o l F o o d  Y 、 1 a s l e s  w l t h  H 2 0 2  i n  s u p e r c r i t l c a l w a t e l '
[ T h e  J 0 轍 ' n a l o f S 1 1 P e r c r i l i c a l F l u i d s , 1 9  ( 2 0 0 1 )  2 5 1 ~ 2 6 2 ]
F a n g ・ M i n g J i n ,  A { u s h i N s h i l a ,  T a k e h i 1 Φ  M o r i y a ,  H e u i  E n o m o t o
O x i d a t i o n  o l  G a r b a g e  i n  s u p e r c r i l i c a l w a t e r
( H i g l )  p r e s S 山 ' e  R e s e a l 、 c h , 2 0 0 1 ,  V O L . 2 0 , 5 2 5 ~ 5 3 U
F a n g m i n g J i n ,  A l u s h 1 1 q s h i l a  a n ( 1 H e Ⅱ i E n o l n 0 1 0
も み 殻 ・ 稲 わ ら の 湿 式 酸 化 に よ る 酢 酸 の 生 成
[ 資 i 原 ・ ' き 材 学 会 ,  V O L . 1 1 7  N O . 8  ( 2 0 O D  6 5 8 ~ 6 6 4 ]
金 放 嶋 、 吉 山 良 之 , 守 谷 武 彦 . 榎 本 兵 治 , 佐 豚 尚 洋
S o m e  A s p e c l s  i n  l ' e s t i n g  a n d  A s s e s s l n e n t  o f  M e l a l D U S I E x p l o s i o n s
Π 0 山 ' n a l  o f  l ' o s s  p r e v e n t i o n  i n  t 1 1 e  p r o c e s s  l n d u s t l ' i e S  1 4  ( 2 0 0 1 )  4 4 9 ~ 4 5 3 ]
T .  M a l s u d a ,  M .  Y a s ] 1 i l n a ,  M .  N i f u R U ,  H .  E n o m o t o
E v a l u a t i o n  o f  t h e  E x p l o s i b i l i l y  o f  M a l t  G r a i n  D u s t  B a s e d  o n  s [ a t i c
E l e c t r 1 丘 C a t i o n  D u r i n g  p n e u m a t i c  T r a n s p o r t a t i o n
Π 0 山 ・ n a l o f L o s s  p r e v e n l i o n  i n  t h e  p r o c e s s  l n d u s t r i e S  1 4  ( 2 0 0 1 )  5 0 9 ~ 5 1 4 ]








超 臨 界 水 に よ る ポ リ エ チ レ ン の 分 解 油 化 と 超 肌 界 水 中 水 素 の 分 解 油 へ の 供 与
Π 高 分 子 論 文 集 ,  V O L . 5 8  N O . 1 2  ( 2 0 0 1 )  6 6 1 ~ 釘 3 ]
守 谷 武 彦 . 榎 本 兵 治
A  N e w  p r o c e s s  f o r  n ' o d u c i n g  c a / M g  A c e t a t e  D e i c e r  w i t h  c a / M g  气 配 a s t e  a n d
A c e t i c  A c i d  p r o d u c e d  b y N へ l e l o x i d a t i o n  o f  o r g a n i g w a s t e
I c h a n i S 1 1 y L e t t e r s ,  N O . 1  ( 2 0 0 2 )  8 8 ~ 8 9 ]
F a n g m i n g  J i n ,  A t u s l 〕 i  N s h i t a ,  T a k e 1 1 i k o  M o r i y a ,  H e i j i  E n o m o t o  a n d  N a o h i l ' 0
S a t o
8 0
81 Hydrothermal process for lncreasing Acetic Acid Yield from LignoceⅡUlosic
Wastes
fchemistlyLetters, NO.5 (2002) 504~505】
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9 7
98 Dechlorination of concentrated Monochloroalkanes under various
Hydrothdnnal condilions
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Explosion charaderistics ofAgricultural Dust clouds
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水 熱 反 応 を 利 用 し た エ ネ ル ギ ー 資 源 の 循 瑞 珀 勺 利 用 プ ロ セ ス の 開 発 に 関 す る 研 究
資 源 ・ 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 発 表 要 旨 集 資
源 ・ 素 材 の フ ロ ン テ イ ア
P . 1 9  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 )
木 下 睦 , 榎 本 兵 治
7 0
ゴ ム 廃 棄 物 の ケ ミ カ ル リ サ イ ク リ ン グ に よ る 資 源 の 有 効 利 用 に 向 け て
資 1 原 ・ 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 発 表 要 旨 集 資
源 ・ 素 材 の フ ロ ン テ イ ア
P . 8 2  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 r D
腰 田 恵 美 , 天 王 俊 成 , 榎 本 兵 治
7 1
微 生 物 を 用 い た 採 池 増 進 技 術 に 関 す る 研 究
資 源 ・ 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) 企 画 発 表 ( C ) 資 料 ・ 資 源 と 環 境
P . 1 4 ~ P . 1 7  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 )
米 林 英 治 , 大 野 健 t , 千 田 佶 , 榎 木 兵 治 , 洪 承 燮
7 2
白 動 車 ゴ ム 廃 棄 物 の 水 熱 資 源 化 処 理
資 源 . 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) 企 画 発 表 ( C ) 資 料 ・ 資 源 と 瑞 境
P . 1 9 4 ~ P . 1 9 7  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 )
天 王 俊 成 . " 宮 崎 秀 男 , 榎 本 兵 治
7 3
水 熱 反 応 に よ る カ ナ ダ 産 オ イ ル サ ン ド の 改 質
石 油 学 会 京 都 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 6 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会
i 苗 1 寅 旦 更 旨
P . 7 2 ~ P . 7 3  ( 平 成  8 年 1 1 上 ] 1 3 日 ~ 1 4 日 )
堀 宗 博 , 高 橋 悟 , 木 下 睦 . 榎 本 兵 治
7 4
ア ル カ リ 水 熱 反 応 に よ る オ イ ル サ ン ド お よ び べ ン ゾ チ オ フ ェ ン ・ ジ ベ ン ゾ チ
オ フ ェ ン の 分 解
石 油 学 会 京 都 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 6 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会
誹 明 寅 要 旨
P . 7 4 ~ P . 7 5  ( 〒 成  8 年 1 1 月 1 3 日 ~ 1 4 日 )
高 1 高 悟 , 堀 宗 博 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
7 5
水 熱 反 応 を 利 用 し た ビ ク ト リ ア 褐 炭 か ら の フ ミ ン 酸 の 生 成
資 源 . 業 材 学 会 一 般 発 表  q 肝 究 ・ 業 斜 多 ξ 表 ) 講 演 要 旨 集  1 9 9 7 年 春 季 大 会
第 5 会 場 2 5 0 1 石 炭 ・ 保 安 ・ 安 全
P . 1 3 7  ( 1 9 辨 年 3 月 2 5 日 ~ 2 7 日 )
小 野 口 聡 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
76 微生物EOR技術の研究:微生物検出技術の開発
平成9年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集









































生 ゴ ミ の 湿 式 酸 化 に 関 す る 研 究
第 8 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 楡 踊 寅 楡 文 集 1  セ ッ シ ョ ン 9 : 1 1 . ご み 処 理
P . 3 H ~ P 3 1 4  い 舮 成  9 年 1 0 月 2 8 日 ~ 3 0 0 )
令 放 鳴 , 榎 本 兵 治 . 木 、 ド 睦 , 守 谷 武 彦
希 薄 嬬 回 流 妙 慰 尭 器 の 大 型 化 の 効 果
第 3 5 回 燃 焼 シ ン ポ ジ ウ ム  C ・ 2 : エ ン ジ ン な ど 繋 駄 尭 器 2
P . 1 4 2 ~ P . 1 4 4  い r 成  9 年 1 1 月 2 0 日 ~ 2 2 r D
高 矯 英 行 , 佐 藤 研 二 , 榎 本 兵 治
水 熱 反 応 に よ る 蒸 留 残 さ 油 の 軽 質 化 お よ び 脱 硫
石 油 学 会 岡 1 1 」 大 会 畿 演 会 パ ネ ル 討 諭 会 第 2 7 回 石 刈 ] ・ 石 油 化 学 討 論 会
i 韓 i 寅 要 旨
P . 9 4 ~ P . 鮖 ( 平 成  9 年 1 1 月 1 2 日 ~ 1 3 Π )
堀 宗 階 . 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
湿 式 燃 焼 火 攻 法 の 燃 焼 機 構 に 関 す る 基 礎 的 研 究
平 成 1 0 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開
発 ・ 生 産 部 門 個 人 講 演 ②
P . 1 6 3  ( 斗 え 成 1 0 年 6 月 2 日 ~  3 日 )
坂 本 靖 英 , 木 下 睦 . 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
S A G D 法 と イ 本 化 し た オ イ ル サ ン ド 油 の 連 統 水 熱 処 理 に 関 す る 研 究
平 成 1 0 午 度 石 抽 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 淋 演 要 旨 集 朋
発 ・ 生 産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 備 い 内 j 艾 1 0 年 6 月 2  H ~  3 日 )
k 村 宏 孝 . 木 ド 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 , 大 學 刊 建 一 '
オ イ ル サ ン ド の オ ン サ イ ト ア ッ プ グ レ ー デ イ ン グ 技 術 開 発 を 目 的 と し た 水 熱
反 応 条 柑 ・ の 検 討
平 成 1 0 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 承 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 架 開 発
生 産 部 円 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 6 6  ( 平 成 1 0 午  6 月 2  目 ~  3 日 )
木 下 睦 , 辰 尾 光 一 , 洪 永 燮 , 榎 本 兵 治 , 大 里 列 建 二
中 1 司 吉 林 省 扶 余 沽 田 に お け る 微 生 物 攻 法 第 1 回 ハ フ & パ フ テ ス ト
平 成 1 0 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発
生 産 部 門 個 人 講 演 ②
P . 1 6 7  ( 平 成 1 0 年 6 月 2 日 ~  3 日 )














































M E O R 機 能 を 有 す る 有 用 微 生 物 の 油 層 内 へ の 圧 入 に 向 け た 培 養 条 件 の 確 立
石 油 学 会 創 立 如 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
討 論 会 講 浜 要 旨
P . 2 8 5 ~ P . 2 8 6  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 Π )
大 塚 牧 子 , 藤 原 和 弘 , 田 中 信 治 . 米 林 英 治 , 前 角 繁 之 . 大 野 健 二 , 千 田 佶 ,
洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
9 9
微 生 物 E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト に お け る P C R R E L P に よ る 微 生 物 挙 動 解 析
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
盲 寸 i 兪 会 i 苗 1 寅 要 旨
P . 2 釘 ~ P . 2 8 8  ( 平 成 1 0 年 1 1 貝  1 6 日 ~ 1 7 日 )
藤 原 和 弘 , 田 中 信 治 . 大 塚 牧 子 , 米 林 英 治 , 前 角 繁 之 , 浅 海 博 基 . 田 口 充 ,
張 淑 濤 , 大 野 健 二 , 千 田 佶 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 0 0
ポ リ マ ー 生 産 菌 の 油 層 内 培 養 に お け る 機 能 性 発 現 の 評 価
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
討 論 会 講 抽 要 旨
P . 2 8 9 ~ P . 2 9 0  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 日 )
菅 井 裕 一 , 洪 承 燮 、 千 田 佶 , 榎 本 兵 治 , 大 野 健 二
1 0 1
微 生 物 E O R に お け る 地 下 環 境 へ の 適 用 を 吉 慮 し た 微 生 物 続 合 試 験
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化
学 討 論 会 講 演 要 旨
P . 2 9 1 ~ P . 2 9 2  ( 平 万 艾 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 F D
浅 海 博 基 , 前 角 繁 之 , 田 口 充 , 張 淑 濤 , 大 野 健 二 , 藤 原 和 弘 , 田 中 信 治 ,
千 田 佶 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 0 2
F I S H 法 を 胴 い た 油 層 圧 入 微 生 物 の 迅 速 な 挙 動 解 析 法 の 開 発
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石
油 化 学 討 論 会 講 演 要 旨
P . 2 9 3 ~ P . 2 9 4  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 H  ~ 1 7 日 )
田 中 充 , 藤 原 和 弘 , 大 塚 牧 子 , 米 林 英 治 , 前 角 繁 之 , 浅 海 博 基 , 田 口 充 ,
張 淑 清 . 大 野 健 二 , 千 田 佶 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 0 3
微 生 物 を 利 用 し た 石 油 の 増 産 一 実 フ ィ ー ル ド 検 証 テ ス ト ー
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化
学 討 論 会 講 演 要 旨
P 3 3 7 ~ P . 3 3 8  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 日 )
大 里 刊 建 二 , 前 角 繁 之 , 張 淑 濡 , 田 口 充 , 浅 海 博 某 , 榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 ,







































ポ リ マ ー 生 産 菌 を 用 い た M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト の た め の 油 層 内 培 養 に 関 す
る 研 究
平 成 Ⅱ 年 皮 石 油 技 袮 汁 陽 会 春 季 誥 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 0  a 9 9 9 午  5 月 2 6 Π ~ 2 7 日 )
菅 井 裕 一 , 木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 , 千 田 佶 , 前 角 繁 之
1 1 2
界 面 1 舌 性 剤 を 用 い た 気 泡 形 成 に よ る 油 層 内 へ の 空 気 圧 人 性 改 善 の 検 討
平 成 Ⅱ 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 3  ( 1 9 9 9 年 5 月 2 6 日 ~ 2 7 日 )
吉 田 慶 太 郎 . 木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 1 3
湿 式 燃 焼 火 攻 法 の 排 紬 機 構 に 関 す る 基 礎 的 研 究
平 成 Ⅱ 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 4  ( 1 9 9 9 年 5 月 2 6 日 ~ 2 7 日 )
坂 本 靖 英 , 木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 1 4
エ マ ル ジ ョ ン 形 成 モ デ ル に よ る 火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究
平 成 Ⅱ 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発
生 産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 5  ( 1 9 的 年 5 月 2 6 日 ~ 2 7 日 )
木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 1 5
植 物 性 生 ご み の 超 臨 界 水 湿 式 酸 化 に よ り 生 成 す る 酢 酸 の 利 用 お よ び 除 去
第 1 0 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 1  セ ッ シ ョ ン B 1 生 ご み 処 理
P . 2 4 7 ~ P . 2 5 0  ( 1 9 9 9 年 1 0 月 2 6 日 ~ 2 8 日 )
金 放 鳴 , 榎 本 兵 治 , 守 谷 武 彦 , 佐 藤 尚 洋
Ⅱ 6
有 機 廃 棄 物 の 湿 式 酸 化 に よ る 環 境 融 和 型 融 雪 氷 剤 の 製 造 に 関 す る 基 礎 研 究
資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 講 演 集 2 0 0 0 年 ( 2 ) 素 材 編 ・ 一 般 発 表 第  5 会 場 3 5 0 1 ~
3 5 2 3 環 境
P . 2 1 8  ~  P . 2 1 9  ( 2 0 0 0 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 目 )
金 放 鳴 . 吉 山 良 之 . 鄭 隻 超 , 榎 本 兵 治 , 守 谷 武 彦 , 佐 藤 尚 洋
1 1 7
カ ナ ダ に お け る  0 Ⅱ S a n d S  の 開 発 重 加 司 と  U p g r a d i n g の 技 術 開 発 一 非 在 来 型 資
源 の 開 発 一
平 成 1 2 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 シ ン ポ ジ ウ ム 「 2 1 世 紀 に 向 け て の 開 発 生 産 技 術 の 展 望 」
P . 3 8  ( 2 0 0 0 年 5 月 2 4 日 ~ 2 5 日 )













































N r l n j e d i o n  に お け る 湿 式 低 酸 温 化 反 応 に よ る 酸 素 の 消 費 に 関 す る 検 討
平 成 1 3 年 度 会 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 開 発 ・ 牛 産 部 円 個 人 講 演 ( 1 )
P . 1 0 5  ( 2 0 0 1 年 5 月 3 0 日 ~ 3 1 日 )
藤 木 智 和 , 坂 木 姑 ヲ エ , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
N I ' 1 n j e c l i o n  法 に お け る 泡 形 成 の 影 糾
平 成 1 3 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 季 講 演 会 開 発 ・ 化 産 部 円 個 人 講 演 ( 1 )
P . 1 0 7  ( 2 0 0 1 作  5  1 1 3 0 日 ~ 3 1 日 )
吉 田 慶 太 郎 , 木 下 睦 , 菅 J 中 裕 一 . 洪 永 燮 , 榎 本 兵 治
バ イ オ フ ィ ル ム 生 産 菌 ・  C J F . 0 0 2  に よ る  P r 0 丘 l e  m o d 浦 C a t i o n  に 関 す る 基 礎 的
検 肘
平 成 1 3 年 度 石 油 技 術 協 会 春 手 講 演 会 開 発 ・ 生 産 部 問 個 人 講 演 ①
P . 1 1 2  ( 2 0 0 1 年 5  j 1 3 0 日 ~ 3 1 日 )
湯 本 徹 也 , 菅 井 裕 ・ , 菅 野 明 . 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 . 永 瀬 主 司
水 溶 性 ポ リ マ ー 生 産 細 菌 に よ る 石 油 増 進 同 収 に お け る 油 層 内 挙 動 と 石 油 増 進
回 収 機 枇 の 検 討
平 成 1 3 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 朋 発 ・ 生 産 部 門 個 人 講 演 ①
P . 1 1 4  ( 2 0 0 1 午  5 月 3 0 日 ~ 3 1 日 )
菅 井 裕 一 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 , 千 田 佶
水 熱 反 応 に よ る オ イ ル サ ン ド の オ ン サ イ ト ア ッ プ グ レ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス の
基 礎 的 研 究
社 団 法 人 石 油 学 会 ( 函 館 大 会 ) 特 別 講 演 会 . 招 待 講 演 . 第 3 1 同 石 油 ・ 石 油 化
学 育 寸 i 兪 会 ( 部 耕 寅 要 旨 )
P . 1 0 8 ~ P . 1 0 9  ( 平 成 1 3 作 1 け 1  1 日 ~  2 日 )
渡 邊 洋 毅 , 木 下 畦 , 榎 木 兵 治 , 守 谷 武 彦 , 荻 野 沽
超 臨 界 水 を 用 い た 重 質 油 の 改 質 に 関 す る 基 礎 的 検 討
社 団 法 人 石 油 学 会 ( 函 館 大 会 ) 特 別 講 演 . 招 待 講 演 . 第 3 1 回 右 油 ・ 石 池 化 学
盲 寸 論 会  G 蒜 i 寅 要 旨 )
P . 2 3 9 ~ P 2 4 0  ( 平 成 1 3 年 Ⅱ 月 1 日 ~  2 日 )
木 下 睦 . 榎 本 兵 治
湿 式 酸 化 反 応 制 御 に よ る 植 物 廃 棄 物 か ら の 酢 酸 収 率 の 向 上
社 団 法 人 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 部 平 成 1 3 年 度 秋 季 大 会 誥 演 要 旨 集 1 素 材 系 ]
般 発 表 第 2 会 場
P . 1 3  ( 2 0 侃 午 1 1 月 1 3 日 )








































巾 国 扶 余 油 田 で の 微 生 物 攻 法 適 用 に よ る 成 功 例 第 2 部 : 微 生 物 攻 法 実 証 テ ス
ト に つ い て
平 成 H 年 度 右 油 技 術 協 会 春 季 誥 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 佃 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 先
産 部 円 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 3 1  ( 2 0 0 2 年 5 月 2 9 日 ~ 3 0 Π )
永 i 頼 圭 司 , 張 淑 1 壽 . 浅 海 " 基 , 矢 澤 仁 徳 , 藤 原 和 弘 . 大 蛎 件 艾 子 , 榎 本 兵 治 ,
t 兵 承 燮
1 4 0
N r l n j e c t i o n  に お け る 酸 索 の 消 贄 速 度
乎 成 1 4 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 仙 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 牛
産 部 門 個 人 講 淡 ②
P . 1 3 2  ( 2 0 0 2 年 5  j 1 2 9 日 ~ 3 0 日 )
坂 本 靖 英 , 藤 木 智 和 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
1 4 1
湿 式 燃 焼 火 攻 法 の モ デ ル 解 析
平 成 H 年 度 右 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 矧 個 人 i 苛 演 ( 2 )
P . N 3  ( 2 0 0 2 年 5 月 2 9 日 ~ 3 0 日 )
坂 本 靖 英 , 菅 J 件 谷 一 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
1 4 2
ポ リ マ ー 生 産 微 生 物 の ポ リ マ ー 牛 産 に 関 わ る 酸 素 要 求 性 と 油 解 内 で の ポ リ マ ー
生 産 性 に つ い て
第 3 2 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会 高 山 大 会 噛 男 リ i 揃 寅 招 待 講 演 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ
ヨ ン ( i 齡 寅 要 旨 )
P 2 3 3 ~ P . 2 3 4  ( 2 0 0 2 年 1 0 月 1 1 日 ~ 1 2 k D
大 塚 牧 子 . 永 瀬 圭 司 , 菅 井 裕 一 . 榎 本 兵 治 , 洪 承 燮
1 4 3
ア ル カ リ 超 臨 界 水 を 用 い た 超 重 質 油 の 軽 質 化
第 3 2 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会 高 山 大 会 特 別 講 演 招 待 ; 諭 寅 パ ネ ル デ イ ス カ ッ
シ ョ ン ( i 樹 寅 要 旨 )
P 3 8 1 ~ P 3 8 2  ( 平 成 1 4 年 1 0 月 1 1 日 ~ 1 2 1 , D
木 、 ト 睦 , 渡 遡 洋 毅 , 榎 本 兵 治 , 荻 野 清 , 守 谷 武 彦
1 4 4
Ⅱ A 0 5 水 熱 反 応 制 御 に よ る バ イ オ マ ス か ら の 酢 酸 生 成 と そ の 利 用
化 学 工 学 会 第 3 6 回 秋 季 大 会
2 0 0 3 年 9 月 1 2 Π ~ N e
金 放 鳴 , 周 舟 宇 , 榎 本 兵 治 . 束 島 寿 夫 , 守 谷 武 彦
1 4 5
リ グ ニ ン の モ デ ル 化 合 物 の 湿 式 酸 化 反 応 機 構
日 本 化 学 会 第 8 4 春 季 年 会 ( 2 0 0 4 ) 講 演 要 旨 築 2
P . 7 1 5  ( 2 0 0 4 年 3 月 2 6 Π ~ 2 9 日 )





































超 臨 界 C 0 2 を 利 用 し た バ イ オ マ ス 廃 棄 物 の 水 熱 プ ロ セ ス か ら の 有 用 生 成 物 の
抽 出
資 源 ・ 素 材 2 0 0 4  ( 盛 磁 D  2 0 0 4 午 9 月 1 4 日 ~ 1 6 日 一 平 成 1 6 年 度 資 源 一 苓 材 関 係
学 協 会 介 同 秋 季 大 会 一
企 画 発 表 ・ ・ ・ 、 般 発 表 ( C ) ( D ) 資 判 ・ 資 源 と 環 境 C l o  n J サ イ ク リ ン グ 」 一 般 発
表  C I 0 - 1 P . 1 9 5
菊 池 俊 介 , 木 卜 睦 , 金 放 鳴 . 榎 本 兵 治
1 5 3
リ グ ノ セ ル ロ ー ス 系 の バ イ オ マ ス の 湿 式 酸 化 転 換 反 応 に お け る り グ ニ ン の 作 用
資 源 ・ 素 材 2 0 0 4  ( 盛 恬 ] )  2 0 0 4 年 9 月 1 4 日 ~ 1 6 日 一 平 成 1 6 年 度 資 源 ・ 索 材 関 係
学 協 会 合 同 秋 季 大 会 一
C I 0  「 り サ イ ク リ ン グ 」 一 般 発 表  C I 0 - 2 P . 1 9 7
曹 建 勲 , 周 舟 宇 , 金 放 鳴 , 榎 本 兵 治 . 守 谷 武 彦 , 岸 田 央 範
1 5 4
水 熱 反 応 場 へ の ソ ノ ケ ミ ス ト リ ー の 応 用
資 源 ・ 素 材 2 0 0 4  ( 盛 岡 )  2 0 叫 年 9 月 1 4 日 ~ 1 6 Π 一 平 成 1 6 年 度 資 源 ・ 累 材 関 係
恊 会 合 同 秋 季 大 会 一
大 会 プ ロ グ ラ ム 若 手 ポ ス タ ー 発 表 [ P Y ]  P Y ・ 2 2 P . 9 1
茂 木 健 男 , 木 、 F  睦 , 金 放 鳴 . 榎 本 兵 治
1 5 5
バ イ オ マ ス 廃 棄 物 の 資 源 化 の た め の 流 通 式 固 定 床 水 熱 反 応 の 特 徴
資 源 ・ 業 材 2 0 0 4  ( 盛 岡 )  2 0 叫 年 9  河 1 4 日 ~ 1 6 日 一 平 成 1 6 年 度 資 源 ・ 素 材 関 係
協 会 合 同 秋 季 大 会 一 大 会 プ ロ グ ラ ム 若 手 ポ ス タ ー 発 表 [ P Y ]  P Y ・ 2 3 P . 9 2
渡 辺 佳 英 , 木 下 睦 , 金 放 鳴 . 守 谷 武 彦 . 榎 本 兵 治
1 5 6
バ イ オ マ ス 廃 棄 物 の 湿 式 酸 化 に よ る 酢 酸 の 生 成
第 1 5 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 1  2 0 0 4 年 Ⅱ 月 1 7 日 ~ 1 9 日
P . 4 4 0 ~ P . 4 4 2
周 舟 宇 , 金 放 鳴 , 榎 本 兵 治
1 5 7
ビ チ ュ メ ン の オ ン サ イ ト 改 質 を 目 的 と し た べ ン ゾ チ オ フ ェ ン ・ ジ ベ ン ゾ チ オ
フ エ ン 類 の 水 熱 反 応
松 山 大 会 招 待 講 演 第 3 4 回 右 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会  G 繍 寅 要 旨 )  2 0 0 4 年 1 1 月 1 8 日
~ 1 9 日
P . 7 6 ~ P . フ フ
木 下 睦 , 山 崎 友 紀 , 金 放 鳴 , 荻 野 沽 . 守 谷 武 彦 . 榎 木 兵 治
1 5 8
温 度 条 件 に よ る 油 層 内 環 境 へ の 適 応 を 目 的 と し た 微 生 物 E O R の 検 討
松 山 大 会 招 待 講 演 第 3 4 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会  G 諭 寅 要 旨 )  2 0 0 4 年 1 1 打 1 8 日
~ 1 9 日
P . 1 9 0 ~ P . 1 9 1
























163Hydrothennal reaction-・a way for resourcing organic substances in waste
Water
The 9th・10tl] Joint seminar ofJSPSMOE core universily program on urban
Environment
Odober20-21,2005 P.233 ~ P241
Guangming Li, Heiji Enolnoto, Fangn]ing Jin,入入アenzhi He
164Hydrothermal conversion otbiomass wastes inlo usefL11 Substances
ThC 9th、10th Joint seminar of JSPS・MOR core university prograln on urban
EnV廿omれaⅡ





加 硫 ゴ ム 廃 棄 物 の 化 学 り サ イ ク ル を 目 的 と し た タ イ ヤ モ デ ル ゴ ム の ア ル カ リ
水 熱 分 解
第 1 6 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム 要 旨 集 B 3 プ ラ ス チ ッ ク の 資
源 化 ( B 3 - フ )  P . 4 5 9 ~ P . 4 6 1
2 0 0 5 仟 1 0 月 3 1 日 ~ 1 1 月 2 日
木 下 睦 , 宮 崎 秀 男 , 金 放 嶋 . 榎 木 兵 治 , 天 王 俊 成
バ イ オ デ イ ー ゼ ル 燃 料 牛 . 成 過 程 に お け る エ ス テ ル 交 換 反 応 の N M R 解 析
第 1 6 回 廃 東 物 学 会 研 究 発 表 会 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム 要 旨 集 B I 0 そ の 他 有 機 系 廃 棄
物 の 資 源 化 ( 1 ) ( B I 0 - 9 )
P . 6 9 9 ~ P . 7 0 1
2 0 0 5 年 1 0 月 3 1 日 ~ 1 1 月 2  Π
川 嵜 康 平 . 金 放 「 努 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
M E O R を 目 的 と し た 有 用 微 生 物 の 油 則 内 培 養 に お け る バ イ オ ポ リ マ ー の 形 成
第 3 5 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 諭 会 盛 岡 大 会 ( 2 C 2 0  バ イ オ 技 術 )  P . 1 9 2 ~ P . 1 9 3
平 成 1 7 年 1 0 月 2 7 日 ( 木 ) ・  2 8 日 ( 金 )
宮 本 大 , 木 下 睦 . 菅 井 裕 一 、 榎 本 兵 治
1 6 6
1 6 7
V . 書 評 絲 召 介
1 . 超 臨 界 流 体 一 環 境 浄 化 と り サ イ ク ル 汁 島 効 * 合 成 の 展 開 一
編 著 佐 古 猛
高 圧 力 の 利 . 学 と 技 術  2 0 0 2 年  V 0 上 . 1 2  N O . 1  P . 7 1
Ⅵ . 解 説 ・ 評 論 等 俳 斤 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 , 事 典 の 執 筆 等 )
1 . 粉 じ ん 雲 の 煤 発 特 性 実 験 研 究 方 法 の 変 遷
V 0 1 . 1 4  N O . 4  P . 1 9 5 ~ P . 2 1 2  安 令 工 学 ( 1 9 7 5 年 )
石 濱 渉 . 榎 本 兵 治
2 . 穀 物 サ イ ロ に お け る 粉 じ ん 爆 発 災 害 と そ の 予 防 文 、 1 策 に つ い て
季 刊 倉 庫  N O . 7 3 P 3 8 ~ P 、 4 7  社 団 法 人 日 木 倉 庫 恊 会 ( 1 9 8 7 年 )
榎 本 兵 治
3 . 粉 じ ん 爆 発 危 険 性 予 測 に 関 す る 一 考 察
V 0 1 . 2 7  N O .  P . 3 1 ~ P 3 6  安 全 工 学 ( 1 9 8 8 年 )
榎 本 兵 治
4 粉塵爆発












































微 牛 物 攻 法 ( そ の 3 ) フ ィ ー ル ド へ の 適 用
号
P . 4 5 2 ~ P . 4 5 9  1 9 9 6 午 9 月 石 油 技 術 恊 会 i 志 第 6 1 巻 第 5
米 林 英 治 , 大 野 健 二 . 下 田 佶 , 榎 木 兵 治
粉 じ ん 爆 窕 の 防 止
特 集 / 粉 砕 プ ロ セ ス に お け る 安 全 ・ 健 康 問 題 と そ の 対 策
P . 7 9 ~ P , 8 5  1 9 9 6 年 粉 砕 4 0 号 ( 平 成 8 年 )
榎 本 兵 治
微 生 物 攻 法 に 関 す る 研 究 の 現 状 と フ ィ ー ル ド テ ス ト へ の 展 望
P . 4 8 5 ~ P . 4 9 3  四 9 6 年 1 1 月 石 油 技 術 恊 会 誌 第 6 1 巻 第 6
号
米 林 英 治 _ 田 中 充 , 藤 原 手 I W ム . 吉 田 信 一 郎 . 榎 本 兵 治
日 本 粉 イ 本 工 業 技 術 恊 会 規 格 A P S O 0 2 - 1 9 9 1
畔 分 じ ん 爆 発 試 験 方 法 」 の 改 正 規 怜 ( 案 ) に つ い て
P . 5 1 ~ P . 7 3 1 9 9 7 年 粉 体 と 工 業 第 2 9 巻 第 1 2 ・ 弓
榎 本 兵 治
水 熱 反 応 に よ る 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 分 解 ( 循 環 型 社 会 を め ざ す 素 材 プ ロ セ ツ シ ン
グ )
P . 5 4 ~ P . 6 0  1 9 9 8 年 1 0 月 金 属  V 0 1 . 6 8  N O . 1 0
守 谷 武 彦 , 榎 木 兵 治
超 臨 界 水 を 利 用 し て オ イ ル サ ン ド 油 を 軽 質 油 に 改 質 す る 技 術 の 開 発
P . 1 4 ~ P . 1 8  2 0 0 3 年 7 月 高 圧 ガ ス  2 0 0 3  V 0 1 . 4 0
榎 本 兵 治 , 木 下 睦
時 評 石 油 学 会 の 役 割
P . 1  ( 8 4 7 )  R E I ' R O T E C H  ぺ ト ロ テ ッ ク 石 油 開 発 ・ 孑 i 油 粘 製 ・ 右 油 化 学
N O V . 2 0 0 4  V O L . 2 7  N O . 1 1
榎 本 兵 治
粉 じ ん 爆 発 試 験 方 法
P . 2 3  1 9 9 1 年 5  打 2 7 日 日 刊 工 業 新 聞
榎 本 兵 治
粉 体 技 術 粉 塵 爆 発 試 験 法 の 規 格 化 の 動 向 と わ が 国 の 国 際 貢 献
災 害 件 数 は 急 激 に 減 少  P 上 の 観 点 か ら も 必 要 に
P . 1 4  1 9 9 8 年 6 月 2 2 日 日 刊 工 業 新 闇
榎 本 兵 治
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
2 2
